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職業感染の予防

近燐の医療機関との連携

院内感染対策に関する取り組み

当院の院内感染対策

主な活動

患者さんやご家族様をはじめ、病院に関わる全ての人たちを感染から守るために「標準予防策」を基本とした感染対策を
実施し、合わせて感染経路に応じた「予防対策」を実施します。また、病院内外の感染情報を収集し、院内感染の危険性及
び発生に迅速に対応します。院内感染が発生した場合については速やかに感染対策を実施し、制圧、終息を図り、感染対
策上の不備や不十分な点を改善します。

感染対策に関する問題点を把握し、改善する院内感染対策活動の役割を担うために、病院長の諮問機
関として「院内感染防止対策管理委員会」を設置しています。委員会は月１回を基本として必要時には随
時開催します。

1

医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師で構成した感染制御チーム（ICT：Infection Control Team）が院内ラウンドを
週1回実施し、現場における感染問題に迅速に対応しています。

2

　全職員を対象とした感染対策研修会を年2回以上開催しています。

3

各部署に感染対策マニュアルを配備し、全職員への周知徹底を図るとともに、感染症法やガイドラインの変更に合わ
せて、感染対策マニュアルの改訂を行います。

4

針刺し事故防止対策、流行性ウイルス疾患やインフルエンザワクチン接種などをとおして、職員の職業感染予防を
行っています。

5

近燐の医療機関と院内感染対策のためのカンファレンスを定期的に行い、感染症発生時には、速やかに連携し対応
します。
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